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国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
前
納
に

は
、
2
年
前
納
（
28
・
29
年
度
）、
1
年
前

納
（
28
年
度
）、6
カ
月
前
納
（
4
月
～
9
月
・

10
月
～
翌
年
3
月
）
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割
引

に
な
り
お
得
で
す
。
ご
利
用
に
は
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　

口
座
振
替
前
納
の
申
し
込
み
は
、
預
貯
金

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
含
む
）
の
窓
口
、
ま
た
は
年
金
事
務
所

（
郵
送
も
可
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　
２
月
29
日
㈪

　

平
成
28
・
29
年
度
2
年
分
前
納
、
平
成
28

年
度
1
年
分
前
納
、
平
成
28
年
度
6
ヶ
月
前

納
（
前
期
：
4
月
～
9
月
分
）

　

既
に
口
座
振
替
で
前
納
し
て
い
る
人
は
、

再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
方
法

　

申
し
込
み
に
は
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
が

必
要
で
す
。
年
金
手
帳
や
納
付
書
で
基
礎
年

金
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
届

出
印
の
押
印
も
必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は
、

金
融
機
関
、
年
金
事
務
所
、
市
民
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
の
窓
口
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
届
出
印
や
、
口
座
氏
名
な
ど
の

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
毎
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
（
納
付
見
込

を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行

す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」（
は
が
き
）
が
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
毎
年
11
月
上
旬
と
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
上
旬
に
送
付
の
場
合

　

証
明
内
容
は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
～
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

２
月
上
旬
に
送
付
の
場
合

　

平
成
27
年
10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

人
に
、
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

相
違
に
よ
り
登
録
が
遅
れ
た
場
合
は
、
１
年

前
納
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
用
紙
に
記
入
の
際
は
、
届
出
印
と
口
座

氏
名
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
日　
５
月
２
日
㈪

　

残
高
不
足
で
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
割
引
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
毎
月
の
口
座

振
替
に
切
り
替
わ
り
ま
す
）。
特
に
初
め
て

口
座
振
替
で
２
年
分
ま
た
は
１
年
分
の
前
納

を
申
し
込
ん
だ
人
は
、
２
年
ま
た
は
１
年
前

納
の
保
険
料
に
加
え
て
、
３
月
分
の
保
険
料

（
１
万
５
５
９
０
円
）
が
同
時
に
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
の
で
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
西
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
２
」

年
金
受
給
者
に
は
「
源
泉
徴
収
票
」

が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
に
は
、「
源

泉
徴
収
票
」（
は
が
き
）
が
日
本
年
金
機
構

か
ら
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申

告
に
必
要
な
場
合
は
な
く
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
再
交
付
が
で
き
ま
す

①�

国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
人

が
、
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
な
く
し

た
場
合

▼
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

　

受
付
期
間　

３
月
15
日
㈫
ま
で

▼
熊
本
西
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
２
」

②�

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
が
、
源
泉

徴
収
票
を
な
く
し
た
場
合

▼
熊
本
西
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※�

電
話
で
依
頼
す
る
場
合
は
、
手
元
に
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
し
て
、

本
人
が
直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

直
接
熊
本
西
年
金
事
務
所
へ
取
り
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
前
納
の

　

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
」と「
国
民
年
金
源
泉
徴
収
票
」

問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所総務民生課
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菊池を守る人々の競演
菊池市
消防団平成28年

1.3.10. 消 防 団 員 の 通 常 点 検　2.6.8. 菊 池 第 ２ さ く ら 幼 楽 園 と 吉 富
保 育 園 の 通 常 点 検　4. 荒 木 団 長　5. 通 常 点 検 で 優 勝 し た 第 13 分
団　7. ラ ッ パ 隊 の 軽 快 な 演 奏　9. 機 械 器 具 点 検 を 受 け る 消 防 団 員

菊
池
市
消
防
団
出
初
式
は
１

月
17
日
、
菊
池
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
荒あ
ら
木き

新し
ん
勝か
つ
団
長
以
下
１
２
８
７
人
の
団

員
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
の
後
、
４
列
に
整
列

し
て
規
律
や
服
装
な
ど
を
点
検
す

る
通
常
点
検
を
実
施
。
機
敏
な
動

作
や
一
糸
乱
れ
ぬ
隊
列
行
進
を
見

せ
る
な
ど
、
団
員
た
ち
は
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
通
常
点
検
に
は
、
菊
池
第
２
さ

く
ら
幼
楽
園
と
吉
富
保
育
園
の
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
も
出
場
。
寒
空
の

下
、
大
き
な
掛
け
声
を
響
か
せ
な

が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
す
る

と
、
訪
れ
た
観
客
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
通
常
点
検
競
技
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優　
勝　
第
13
分
団（
泗
水
方
面
隊
）

準
優
勝　
第
15
分
団（
泗
水
方
面
隊
）

３　
位　
第
14
分
団（
泗
水
方
面
隊
）
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